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２０１５年２月期５月度の営業概況 

 

１．業績の進捗 

５月度（2014年５月１日～2014年５月31日）の国内単体の営業収益は32億41百万円、前期比96.7％

となりました。 

※月次の数値は、財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上（未監査）の数値です。 

 

２．月次売上高の前期比伸び率の状況（国内事業）                    （単位：％）    

 ５月度 当期累計(３月度～５月度) 

全店 既存店 全店 既存店 

遊戯機械売上 99.0 98.3 96.0 94.8

商品売上 87.6 86.1 92.4 90.7

遊戯施設売上計 95.9 94.9 95.0 93.7

売上高合計 96.7 95.8 95.7 94.4

※既存店伸び率は前期より土曜日が１日増加となります。その影響は4.4％の増加となり既存店伸び率の趨勢は91.4％

となります。（消費増税の影響2.8％減は含まず） 

 

３．営業の概況 

５月度の売上高32億 41百万円は昨年５月度の売上高33億 50百万円に対し、1億9百万円下回りま

した。主な要因は消費税増税後の価格据え置きによる影響 90 百円、カードゲームの前年比マイナスが

80百万円となります。従って、遊戯機械売上は実質的に昨年を上回り推移いたしました。 

一方商品売上は、昨年カードゲーム売上既存店伸び率が 126.9％と大幅に拡大したことにより、今期

５月度の既存店伸び率は 86.1％と‘妖怪ウォッチ’のヒットはあるものの他のタイトルの一巡があり、

前期を下回りました。これにより、2015 年２月期第１四半期の国内事業の売上高は 104 億 86 百万円程

度（前期比95.7％）の見通しです。 

 

４．出退店の状況 

今期（2013年３月１日～2014年５月31日）は３店舗が新たに開店し、２店舗閉店しております。 

※2014年５月度末国内店舗数：３２２店舗 

 

【参考情報：海外子会社の既存店売上伸び率の状況】                   （単位：％） 

 ３月度 ４月度 ５月度    

中国 109.3 106.6 114.5  

マレーシア 98.1 97.2 98.6  

タイ 97.1 87.6 99.4  

 

以上 


